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特 集 1

　昨今の経済情勢は、不況を脱し回復の兆しが見えてきたと言われま
すが、個人消費は底堅い動きの中で先行きについてはまだまだ予断を
許せる状況にはないと言われています。 
　国の「三位一体の改革」の動きも本格化し、地方自治体においては
地方分権へ向けて厳しい時の流れに耐え、新たな地域づくりへ踏み出
すことが求められています。 
　町村合併50年の歴史的経過の上に立ち、次なる時代への新たな年
度として、「住みよいまち　住みたくなるまち　幸田」の実現を目標
に、将来の発展と安心の創造を目指した予算の編成といたしました。 
 

幸田町長 

近 藤 徳 光  
 

平成１７年度　施政方針と予算  
 

●
予
算
総
額

　
　

１
２
７
億
９
４
０
万
円

　

一
般
会
計
は
、
町
が
行
う
仕
事
の
大
部

分
を
ま
か
な
う
予
算
で
、
町
税
や
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
な
ど
を
財
源
に
し
て
い
る

も
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
関
わ
り

の
深
い
予
算
と
い
え
ま
す
。

●
予
算
総
額
（
７
特
別
会
計
）

　

７
５
億
３，
３
３
２
万
３，
０
０
０
円

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
財
源
で
特
定
の

事
業
を
行
う
も
の
で
、
土
地
取
得
特
別
会

計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
老
人
保

健
特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・
通

所
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
・
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
。

●
収
益
的
支
出

　
　

６
億
３，
４
５
６
万
４，
０
０
０
円

●
資
本
的
支
出

　
　

２
億
９，
０
１
４
万
２，
０
０
０
円

　

企
業
会
計
は
、
税
金
を
使
わ
ず
、
一
つ

の
会
社
の
よ
う
に
独
立
採
算
制
で
事
業
・

経
理
を
行
う
も
の
で
す
。
本
町
で
は
、
水

道
事
業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

会計区分会計区分 平成17年度予算（円）平成17年度予算（円） 平成16年度予算（円）平成16年度予算（円） 伸び率（％）伸び率（％）
一　般　会　計 127億 940万　　　 124億8,030万　　　 1.8

特 別 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計 10億1,906万6,000 5億8,084万6,000 75.4
国 民 健康保険特別会計 21億8,283万1,000 21億3,207万1,000 2.4
老 人 保 健 特 別 会 計 19億2,554万2,000 18億5,645万　　　 3.7
介 護 保 険 特 別 会 計 10億3,693万5,000 9億 994万　　　 14.0
通所介護サービス特別会計 1,148万8,000 1,108万5,000 3.6
農業集落排水事業特別会計 3億9,041万5,000 3億6,793万3,000 6.1
下 水 道 事 業 特 別 会 計 9億6,704万6,000 9億9,183万2,000 ▲ 2.5

水 道 事 業
会 計

収 益 的 支 出 6億3,456万4,000 6億2,204万5,000 2.0
資 本 的 支 出 2億9,014万2,000 3億1,291万8,000 ▲ 7.3

合　　　　　　　計 211億6,742万9,000 202億6,542万　　　 4.5

平
成
１７
年
度 

     

当
初
予
算 

一
般
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

（▲減）
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【
町
税
】
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
歳
入
の

貴
重
な
財
源
。

【
町
債
】
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、

国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
る
お

金
。

【
繰
入
金
】
積
み
立
て
ら
れ
た
基
金
（
預

金
）
や
、
他
の
特
別
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
ら
れ
る
お
金
。

【
国
庫（
県
）支
出
金
】
特
定
の
事
業
の

財
源
の
一
部
と
し
て
、
国
（
県
）
か

ら
支
出
さ
れ
る
お
金
。

【
民
生
費
】
お
年
よ
り
や
子
ど
も
、
障

害
者
な
ど
福
祉
や
医
療
な
ど
に
使
わ

れ
る
お
金
。

【
教
育
費
】
小
・
中
学
校
、ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・

ヒ
ル
・
幸
田
の
運
営
や
生
涯
学
習
講

座
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
。

【
総
務
費
】
町
職
員
の
給
与
や
町
の
財

産
の
管
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
。

【
公
債
費
】
町
債
を
返
済
す
る
お
金
。

主
な
区
分 

　
　

の
内
容 入

歳
入
…
１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入出

歳
出
…
１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出

歳出 歳入 
町税 
61.4％ 

交通安全対策 
特別交付金 0.0％ 

財産収入 0.0％ 

配当割交付金 0.0％ 

寄附金 0.0％ 

株式等譲渡所得割 
交付金 0.0％ 

ゴルフ場利用税交付金 0.2％ 
利子割交付金 0.2％ 
地方交付税 0.4％ 
自動車取得税交付金 1.1％ 
分担金及び負担金 1.6％ 
町債 2.1％ 
使用料及び手数料 2.2％ 
地方譲与税 2.2％ 
 
 
繰越金 2.4％ 

諸収入 2.5％ 

地方特例交付金 
2.6％ 

地方消費税交付金 
2.6％ 

県支出金 4.1％ 

国庫支出金 4.5％ 

繰入金 9.9％ 

民生費 
20.9％ 

土木費 
15.9％ 

教育費 
15.2％ 

総務費 
10.0% 
 

消防費 9.8% 
 

公債費 9.6％ 

衛生費 8.1％ 

農林水産業費 
7.4％ 

議会費 1.3％ 

商工費 1.1％ 

労働費 0.4％ 

予備費 0.2％ 

災害復旧費 0.1％ 諸支出金 0.0％ 

特集①　平成17年度　施政方針と予算　

住みよいまち　住みたくなるまち　幸田

　歳　出
　歳出を費目別に見ると、民生費が全体の20.9％を占め、
次いで土木費15.9％、教育費15.2％となっています。全
体的に前年度に対して伸びを示している中で、公債費にお
いては、平成16年度で減税補てん債の制度的な借換え6億
7,210万円があったことから33.1％の大幅な減少となりま
した。

　歳　入
　最も大きな割合を占めているのが町税で、全体の61.4
％、伸び率4.5％増となっております。「三位一体の改革」
の柱である所得譲与税は地方譲与税に含まれ、譲与税全
体で伸び率35.0％増となりました。また、国庫支出金、
県支出金につきましては、三位一体の改革による影響分
も含まれますが、国庫支出金は大型事業の実施により伸
び率32.7％増、反面、県支出金は、伸び率11.9％減とな
りました。町債は、3件の建設事業債と減税補てん債で
伸び率77.0％減とし借入の抑制に努めました。
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住
民
が
誇
り
を
も
っ
て
豊
か
な
暮
ら
し

を
営
め
る
よ
う
、
利
便
性
、
快
適
性
、
居

住
性
の
高
い
都
市
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。

●
道
路
・
橋
梁
整
備

　

・
幹
線
町
道
の
拡
幅
改
良

　

・
生
活
道
路
の
舗
装
、
側
溝
整
備

　

・
国
道
２３
号
芦
谷
イ
ン
タ
ー
関
連
周
辺

　
　

道
路
整
備

　

・「
道
の
駅
」
の
用
地
確
保

　

・
深
溝
跨
線
橋
、
逆
川
橋
耐
震
工
事

●
土
地
区
画
整
理

　

・
野
場
地
区
の
整
備
工
事
着
手

　

・
相
見
地
区
の
街
区
整
備
工
事
、
相
見

　
　

川
橋
工
事
の
推
進

　

・
幸
田
駅
前
地
区
の
「
中
心
市
街
地
活

　
　

性
化
事
業
計
画
」
に
よ
る
事
業
推
進

●
下
水
道
（
公
共
下
水
・
集
落
排
水
）

　

・
相
見
処
理
分
区
、
中
部
処
理
分
区
、

南
部
処
理
分
区
の
整
備
推
進

　

・
矢
作
川
流
域
下
水
道
建
設
負
担

　

・
農
業
集
落
排
水
事
業
１３
地
区
維
持
管

理
、
管
路
整
備

●
上
水
道

　

・
土
地
区
画
整
理
事
業
関
連
配
水
管
布
設

　

・
水
管
橋
等
耐
震
補
強

●
都
市
公
園
整
備

　

・
幸
田
中
央
公
園
整
備
工
事
、用
地
購
入

●
高
度
情
報
化
推
進

　

・
文
字
放
送
編
集
放
映

　

す
べ
て
の
人
々
が
、
心
身
と
も
に
健
康

で
生
き
が
い
と
安
ら
ぎ
を
も
っ
て
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い

き
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り

　

・
み
ん
な
で
育
む
健
康
こ
う
た
２１
計
画

の
推
進

　

・
各
種
予
防
接
種
、
健
診
の
実
施

●
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
・
介
護
保
険

　

・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定

　

・
障
害
者
計
画
の
見
直
し

　

・
障
害
者
支
援
費
給
付

　

・
各
種
医
療
給
付
制
度
の
普
及

　

・
認
知
症
予
防
対
策
の
推
進

●
児
童
福
祉
・
保
育
園
整
備

　

・
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
推
進

　

・
保
育
園
施
設
整
備
、
駐
車
場
用
地
購
入

　

・
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
の
充
実

　

・
延
長
保
育
体
制
の
充
実

　

培
わ
れ
た
地
域
産
業
を
生
か
し
、
ま
ち

全
体
の
調
和
の
中
で
創
造
性
の
高
い
産
業

振
興
に
努
め
ま
す
。

●
農
村
・
農
林
業
振
興

　

・
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
集

　
　

落
道
整
備
、
集
落
環
境
整
備

　

・
農
道
舗
装
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整
備

　

・
特
産
品
育
苗
施
設
整
備
補
助

　

・
循
環
型
農
業
の
推
進

　

・
林
道
開
設
整
備
（
須
美
南
山
１
号
・

　
　

一
ノ
小
屋
線
）

　

・
造
林
事
業
補
助

●
商
工
・
観
光
・
勤
労
者
対
策

　

・
駅
前
商
業
活
性
化
支
援

　

・
優
良
先
端
産
業
の
誘
致
推
進

　

・
商
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進

　

・
勤
労
者
生
活
資
金
利
子
補
給

　

・
生
活
密
着
型
観
光
資
源
の
発
掘

　

・
駅
西
駐
車
場
整
備

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
教
育
・
文

化
・
学
習
活
動
の
場
づ
く
り
、
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
い
視
野
、
豊

か
な
感
性
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
よ
り

ま
ち
の
文
化
の
新
た
な
創
造
を
図
り
ま
す
。

▲3歳児健診

1 民 生 費 7万6,204円 （ 4.0%増�）
2 土 木 費 5万8,141円 （ 6.5%増�）
3 教 育 費 5万5,587円 （19.2%増�）
4 総 務 費 3万6,579円 （ 3.6%増�）
5 消 防 費 3万5,823円 （30.0%増�）
6 公 債 費 3万5,070円 （33.8%減�）
7 衛 生 費 2万9,487円 （ 5.4%増�）
8 農林水産業費 2万6,961円 （ 3.7%減�）
9 議 会 費 4,786円 （ 0.2%減�）
10 商 工 費 4,058円 （ 7.9%減�）
11 労 働 費 1,462円 （57.4%増�）
12 そ の 他 772円 （86.2%減�）

合　　　　計 36万4,930円 （ 0.8%増�）

施
策
の
方
針 

人
が
つ
ど
い

笑
顔
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り

自
助
・
互
助
・
公
助
で

支
え
る
幸
せ
づ
く
り

然
る
べ
き

未
来
を
拓
く
産
業
づ
く
り

交
流
と
創
意
で
育
む

教
育
・
文
化
づ
く
り

町民一人当たりの予算の使い道（一般会計） 
 

※予算額を平成１７年３月１日現在の幸田町の人口３万４，８２７人 
　で割って算出しました（１円未満四捨五入） 

（前年度金額　36万1，947円） 
 

平成１７年度予算を一人当たりに換算すると 
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●
社
会
教
育

　

・
生
涯
学
習
講
座
開
設

　

・
中
央
公
民
館
改
築
設
計

　

・
青
少
年
健
全
育
成

　

・
夏
ま
つ
り
凧
揚
げ
ま
つ
り
支
援

●
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田

　

・
文
化
、
芸
術
発
信
機
能
の
充
実

　

・
駐
車
場
用
地
購
入

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

　

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

　

・
弓
道
場
建
設
整
備

●
学
校
教
育

　

・
情
報
化
教
育
推
進

　

・
学
校
図
書
館
活
動
の
充
実

　

・
少
人
数
対
応
教
育
の
推
進

　

・
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り

　

・
教
育
相
談
活
動
の
充
実

　

・
深
溝
小
校
舎
増
築
、
荻
谷
小
校
舎
地

震
補
強
・
大
規
模
改
造

　

・
幸
田
小
、
幸
田
中
校
舎
地
震
補
強
設
計

　

・
幸
田
中
体
育
館
改
築
設
計

　

・
荻
谷
小
拡
張
用
地
購
入

　

自
然
的
環
境
資
源
を
生
か
し
た
ふ
れ
あ

い
の
で
き
る
場
づ
く
り
、
安
全
で
、
清
潔

な
、
公
害
の
な
い
、
創
造
的
で
質
の
高
い

生
活
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
治
水
対
策

　

・
防
災
ダ
ム
大
井
池
地
区
整
備

　

・
不
動
ヶ
池
地
域
用
水
環
境
整
備

●
環
境
対
策

　

・
環
境
基
本
計
画
推
進

　

・
環
境
調
査

　

・
循
環
型
社
会
の
構
築

　

・
生
ご
み
堆
肥
化
等
支
援

　

・
合
併
浄
化
槽
維
持
管
理
支
援

　

・
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
支
援

　

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

　

住
民
が
積
極
的
に
行
政
に
参
加
で
き
る

開
か
れ
た
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
た
行
財
政

運
営
の
確
立
と
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

　

・
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
建
設
補

助
、
用
地
購
入

●
消
防
防
災

　

・
新
消
防
庁
舎
竣
工

　

・
消
防
用
地
購
入

　

・
消
防
車
両
購
入

　

・
地
域
防
災
計
画
見
直
し

　

・
自
主
防
災
組
織
育
成

　

・
防
災
備
蓄
品
購
入

　

・
木
造
住
宅
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
支
援

　

・
避
難
所
実
践
防
災
研
修
の
実
施

●
交
通
・
防
犯

　

・
安
全
教
育
の
普
及
、
推
進

　

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

　

・
防
犯
灯
設
置

●
行
政
改
革

　

・
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
事
務
改
善

　
　

の
推
進

　

本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、
本

町
の
行
財
政
運
営
は
、
多
様
な
行
政
需
要

に
係
る
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど

厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
諸
施
策

の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆

様
と
の
対
話
の
中
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重

な
ご
意
見
を
可
能
な
限
り
取
り
入
れ
つ
つ
、

「
住
み
よ
い
ま
ち　

住
み
た
く
な
る
ま
ち

幸
田
」
の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

問
合
せ　

財
政
課
財
政
係（
内
線
３
１
４
）

▲ニュースポーツカーニバル

▲花いっぱい運動

▲防災訓練

▲防犯パトロール

響
き
合
う

人
と
自
然
の
環
境
づ
く
り

楽
し
み
と
信
頼
を
築
く

行
財
政
づ
く
り

特集①　平成17年度　施政方針と予算　

住みよいまち　住みたくなるまち　幸田
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一
般
的
に
市
町
村
の
会
計
は
、
単
年
度

の
現
金
の
出
入
り
だ
け
を
表
し
て
い
る
も

の
で
す
。
し
か
も
、
単
年
度
の
現
金
の
流

れ
だ
け
で
は
、
今
ま
で
の
行
政
活
動
の
積

み
重
ね
に
よ
り
ど
れ
だ
け
の
資
産
を
保
有

し
、
ど
れ
だ
け
の
負
債
を
抱
え
て
い
る
か

と
い
っ
た
情
報
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
財
政

状
況
を
把
握
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
で
は
、
国
（
総
務
省
）
が

示
し
た
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
、

民
間
企
業
が
行
っ
て
い
る
会
計
手
法
を
取

り
入
れ
、
普
通
会
計
を
対
象
に
幸
田
町
の

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
や
行

政
コ
ス
ト
（
損
益
）
計
算
書
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
資
産
を
見
ま
す
と
平
成
１５
年
度

末
現
在
、
町
の
資
産
総
額
は
約
５１５
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
と
し
て
、
有

形
固
定
資
産
が
約
４６４
億
円
で
９０
・
１
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
平
成
１５
年
度
末
現
在
の

人
口
３
３，
９
９
２
人
で
除
し
た
町
民
一

人
当
た
り
の
資
産
額
は
、
１５１
万
６，
２

４
２
円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
資
産
の
大
部
分
を
占
め
る

有
形
固
定
資
産
（
土
地
や
建
物
な
ど
）
の

内
訳
を
見
て
み
る
と
、
社
会
資
本
整
備
に

関
す
る
土
木
費
と
学
校
や
町
民
会
館
な
ど

教
育
施
設
に
関
す
る
教
育
費
で
７７
・
７
％

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ほ

か
の
費
目
の
特
徴
と
し
て
、
衛
生
費
が

約
３
億
円
の
資
産
で
、
前
年
度
に
比
べ
約

１
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備
に
係
る
資
産

の
増
加
が
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
負
債
を
見
て
み
る
と
、
今
ま

で
に
施
設
等
を
建
設
し
た
時
に
借
り
た

資
金
の
残
額
と
職
員
の
退
職
給
与
引
当

金
等
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
平
成
１５
年
度

末
現
在
で
の
本
町
の
負
債
総
額
は
約
１５１
億

円
、
町
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
４４
万

４，
７
３
４
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
借
金

の
返
済
に
つ
い
て
は
、
長
期
に
わ
た
り
返

済
す
る
地
方
債
（
平
成
１７
年
度
以
降
の
残

金
）
が
約
１０５
億
円
で
、
翌
年
度
（
平
成
１６

年
度
）
に
返
済
す
べ
き
地
方
債
の
償
還
金

が
約
２１
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
正
味
資
産
に
つ
い
て
は
、
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
借
方
に
計
上
さ
れ
て
い

る
資
産
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
の
世
代
が

既
に
負
担
し
、
後
世
代
が
実
質
的
に
受

け
継
ぐ
正
味
価
値
で
あ
り
、
こ
の
資
産

が
多
い
ほ
ど
次
の
世
代
へ
の
負
担
が
少
な

い
と
い
え
ま
す
。
本
町
の
正
味
資
産
総
額

は
約
３６４
億
円
で
、
有
形
固
定
資
産
の
う
ち

７８
・
５
％
が
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
税

金
を
資
金
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
町
の
住
民
の

皆
さ
ん
に
対
す
る
、
人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給

付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
た
コ
ス
ト
を
表
し
、
目
的
別
に
４
つ

に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
１５
年
度
決
算
で
は
、
町
民
一
人
当

た
り
の
コ
ス
ト
は
２９
万
５０１
円
と
な
り
ま
し

た
。
表
を
見
る
と
、
移
転
支
出
的
な
コ

ス
ト
が
最
も
大
き
く
３６
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
は
、
高

齢
者
や
子
ど
も
、
障
害
者
へ
の
手
当
な

ど
の
扶
助
費
や
町
か
ら
他
団
体
へ
の
補
助

金
、
負
担
金
と
い
っ
た
も
の
が
主
な
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
と
は
、
事
務
事
業
の
目
的
と

手
段
を
明
確
に
し
て
、
成
果
指
標
を
数
的

に
表
し
、
町
民
の
視
点
に
立
っ
て
改
善

を
繰
り
返
す
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
妥
当
性
、
有
効

性
、
達
成
度
、
効
率
性
の
４
つ
の
項
目
で

評
価
し
、
総
合
評
価
と
し
て
Ａ
〜
Ｄ
の
４

段
階
に
区
分
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
は
、
各

係
１
事
業
を
選
定
し
６３
の
事
業
を
対
象
に

行
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
行
革
推
進
本

部
に
お
い
て
選
定
さ
れ
た
６８
事
業
を
対
象

に
行
い
、【
表
３
】の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

評
価
の
方
法
と
し
て
は
、
１
次
評
価
と

し
て
事
業
実
施
し
た
所
管
部
が
自
ら
評
価

を
し
、
次
に
２
次
評
価
と
し
て
行
政
改
革

推
進
本
部
（
部
長
で
構
成
）
評
価
、
及
び

外
部
評
価
（
行
財
政
事
務
改
善
委
員
会
）

に
て
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
数
々
の
ご

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
一
層
の
事
務

事
業
の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

監
査
委
員
事
務
部
局

　
　
　
　
（
内
線
３
４
１
）

 
特 集 2

【
表
１
】
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を

見
て
み
ま
し
ょ
う

【
表
２
】
行
政
コ
ス
ト
計
算
書（
損

益
計
算
書
）を
見
て
み
ま
し
ょ
う

平
成
１５
年
度
決
算
に
基
づ
く

行
政
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
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■【表１】普通会計バランスシート

■【表２】行政コスト計算書（平成15年4月1日～平成16年3月31日）

■【表３】行政評価結果表

１次評価：所管部評価　２次評価：行政改革推進本部評価及び行財政事務改善委員会評価
Ｄ評価となった事業：事務服貸与事業、西三河二市五町交通災害共済組合事業、貯蓄生活設計映画会開催事業、
　　　　　　　　　　キャンプ用品貸出事業、ふれあい歩け歩け運動事業

総合評価 内　　　容 1次評価 2次評価
Ａ 積極的・計画どおり事業を進めることが適当 50事業 38事業
Ｂ 事業の進め方に改善が必要 13事業 21事業
Ｃ 事業規模・内容の見直しが必要 3事業 4事業
Ｄ 事業の抜本的見直し・廃止が必要 2事業 5事業

（　　）内数値は、町民一人当たりの金額
行政コスト 収入項目

行政コスト合計 98億7,472万4千円 （29万 501円） 収入合計 103億5,989万4千円 （30万4,774円）
人にかかるコスト 27億4,417万8千円 （8万 730円） 1　使用料･手数料等 6億4,627万7千円 （1万9,013円）
(1)人件費 25億5,960万5千円 （7万5,300円） 2　国庫（県）支出金 7億9,983万4千円 （2万3,530円）
(2)退職給与引当金繰入等 1億8,457万3千円 （5,430円） 3　一般財源 89億1,378万3千円 （26万2,232円）

物にかかるコスト 32億1,384万2千円 （9万4,547円）
(1)物件費 14億5,978万2千円 （4万2,945円）
(2)維持補修費 2億3,763万7千円 （6,991円）
(3)減価償却費 15億1,642万3千円 （4万4,611円）

移転支出的なコスト 35億5,176万7千円 （10万4,488円） 正味資産国庫（県）支出金償却額 3億6,149万9千円 （1万 635円）
(1)扶助費 6億2,780万6千円 （1万8,469円）
(2)補助費等 12億3,750万1千円 （3万6,406円）
(3)繰出金 12億4,562万4千円 （3万6,645円）
(4)普通建設事業費
　（他団体等への補助金等） 44億 83万6千円 （1万2,969円）

その他にかかるコスト 3億6,493万7千円 （1万 736円）
(1)災害復旧事業費 27万8千円 （8円）
(2)公債費（利子分のみ） 3億5,156万5千円 （1万 343円）
(3)不納欠損額 1,309万4千円 （385円）

一般財源等増減額（正味資産） 8億4,666万9千円 （2万4,908円）
合　　　　　　計 107億2,139万3千円 （31万5,409円） 合　　　　　　計 107億2,139万3千円 （31万5,409円）

借　方借　方 貸　方貸　方
［資産の部］ ［負債の部］

 1.有形固定資産 464億1,339万1千円（463億 308万1千円） 1.固定負債 130億6,121万9千円（143億9,592万2千円）
   (1)総務費 25億2,235万5千円（ 25億5,776万8千円）   (1)地方債 105億3,078万7千円（119億3,767万5千円）
   (2)民生費 37億9,830万3千円（ 35億8,562万2千円）   (2)債務負担行為 0　円（　　　　　　 0　円）
   (3)衛生費 3億2,024万 円（ 1億8,362万9千円）   (3)退職給与引当金 25億3,043万2千円（ 24億5,824万7千円）
   (4)労働費 8億 738万8千円（ 9,578万4千円） 2.流動負債 20億5,618万9千円（ 12億 151万3千円）
   (5)農林水産業費 18億7,567万6千円（ 18億8,663万8千円）   (1)翌年度償還予定額 20億5,618万9千円（ 12億 151万3千円）
   (6)商工費 4億3,707万8千円（ 4億4,466万5千円）   (2)翌年度繰上充用金 0　円（　　　　　　 0　円）
   (7)土木費 166億2,328万9千円（168億2,533万2千円）
   (8)消防費 12億9,163万3千円（ 12億8,556万 円）
   (9)教育費 194億5,210万3千円（194億3,232万8千円）   負債 合計 151億1,740万8千円（155億9,743万5千円）
   (10)その他 532万6千円（ 575万5千円） ［正味資産の部］
 2.投資等 32億4,470万8千円（ 32億3,086万2千円） 1.正味資産 364億2,267万7千円（355億6,561万 円）
   (1)投資及び出資金 1,558万3千円（ 1,558万3千円）   (1)国庫支出金 30億4,347万 円（ 29億6,150万1千円）
   (2)貸付金 9,050万 円（ 9,050万 円）   (2)都道府県支出金 26億5,066万2千円（ 27億2,223万3千円）
   (3)基金 22億1,433万9千円（ 22億5,231万 円）   (3)一般財源等 307億2,854万5千円（298億8,187万6千円）
   (4)退職手当組合積立金 9億2,428万6千円（ 8億7,246万9千円）
 3.流動資産 18億8,198万6千円（ 16億2,910万2千円）
   (1)現金・預金 17億2,180万2千円（ 14億7,314万6千円）
   (2)未収金 1億6,018万4千円（ 1億5,595万6千円） 正味資産 合計 364億2,267万7千円（355億6,561万 円）

資産合計 515億4,008万5千円（511億6,304万5千円） 負債･正味資産合計 515億4,008万5千円（511億6,304万5千円）

※債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等に係るもの 6,100万 円（ 3億4,993万6千円）
②債務保証又は損失補償に係るもの 0　円（　　　　　　 0　円）
③利子補給等に係るもの 1億5,917万2千円（ 2億3,283万7千円）

（　　）内数値は、前年度金額

特集②　バランスシートと行政コスト計算書　

町の資産と負債はいくら？
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ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
り
ま
す
「
第

５
次
幸
田
町
総
合
計
画
」（
素
案
）
の
骨

組
み
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

現
在
実
施
中
の
第
４
次
総
合
計
画
の
基
本

計
画
が
平
成
１７
年
度
で
終
期
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
基
本
構
想
の
計
画
期
間
は
平
成

２２
年
ま
で
の
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
残
余

期
間
が
あ
り
ま
す
が
、
少
子
・
高
齢
化
、

人
口
減
少
時
代
の
到
来
、
地
球
環
境
の
保

全
や
社
会
の
安
全
確
保
な
ど
時
代
の
転
換

点
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
応
す
べ
く
、
今
回
新
た
に
第
５
次

総
合
計
画
を
向
こ
う
１０
年
間
の
行
政
指
針

と
し
て
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
、そ
の
骨
組
み
と
な
る
基
本
構
想
・

基
本
計
画
（
素
案
）
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
住
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
基
礎
と
な
る

大
切
な
計
画
で
す
。
ふ
と
浮
か
ん
だ
あ
な

た
の
率
直
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

ま
ち
の
将
来
像

　

町
民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と

し
て
共
有
す
る
将
来
像
を
「
人
と
自
然
を

大
切
に
す
る
緑
住
文
化
都
市
」
と
し
ま
す
。

　

周
囲
を
山
並
み
に
囲
ま
れ
た
本
町
に
は
、

里
山
の
緑
や
川
、
市
街
地
を
取
り
巻
く
農

地
、
そ
し
て
た
め
池
な
ど
が
織
り
な
す
豊

か
な
緑
の
景
観
が
広
が
り
、
時
代
を
超
え

て
継
承
さ
れ
て
き
た
豊
か
な
環
境
が
最
大

の
魅
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
皆
さ
ん
が｢

住
ん
で
良
か
っ
た｣

と
思

う
ま
ち
、
訪
れ
る
人
々
が
他
の
都
市
と
比

べ
て｢

心
地
良
い
場
所
だ
な
、
住
ん
で
み

た
い
な｣

と
感
じ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

本
町
が
引
き
継
い
で
き
た
魅
力
を
都
市
的

発
展
の
中
に
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
自
然
と
生
活
、

活
力
の
あ
る
農
業
、
工
業
や
商
業
、
そ
し

て
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
活
発
な
文
化
芸

術
活
動
が
、
調
和
あ
る
か
た
ち
で
融
合
す

る
、
豊
か
で
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
創
造
し
て
い
き
ま

す
。

  

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

将
来
像
実
現
に
向
け
て
、

次
の
６
つ
を
基
本
方
針
と
し

ま
す
。

①
安
全
で
快
適
な
都
市
の
基

　

盤
・
生
活
の
環
境
づ
く
り

　

快
適
な
暮
ら
し
や
人
々
の

交
流
、
産
業
の
活
力
を
支
え
、

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
都
市
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

　

耐
震
補
強
、
総
合
治
水
対
策
、
幹
線
道

路
整
備
、
公
共
下
水
道
整
備
、
土
地
区
画

整
理
、
道
の
駅
整
備
、
墓
園
整
備
事
業
な

ど②
環
境
と
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

里
山
の
森
や
川
、
農
地
や
た
め
池
な
ど

豊
か
な
自
然
を
大
切
に
生
態
系
に
配
慮
を

し
都
市
生
活
と
の
共
生
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
地
球
の
限
り
あ
る
資
源

を
大
切
に
活
用
す
る
資
源
循

環
型
社
会
の
形
成
を
図
り
ま

す
。

　
【
主
な
事
業
】

　

不
動
ケ
池
・
大
井
池
で
の

環
境
整
備
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
、
公
園
整
備
、
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
建
設
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
、
分
別
収
集
の
推
進

な
ど

③
多
様
な
産
業
が
育
つ
ま
ち
づ
く
り

　

農
業
、
工
業
、
商
業
な
ど
、
ま
ち
が
こ

れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
産
業
特
性
を
最
大

限
活
か
し
つ
つ
、
次
世
代
産
業
の
誘
致
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
い
楽
し
む
拠

点
形
成
な
ど
、
次
の
時
代
を
見
据
え
た
産

業
振
興
を
進
め
ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

　

商
業
拠
点
の
整
備
、
新
た
な
産
業
の
誘

導
、
農
業
後
継
者
育
成
、
農
村
農
業
公
園

の
整
備
、
地
産
地
消
の
推
進
、
観
光
資
源

の
創
造
な
ど

④
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

住
民
同
士
が
互
い
の
生
活
を
尊
重
し
、

健
康
を
思
い
や
り
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
助
け
合
う
よ
う
な
、
心
温
か
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
に
よ
る
地
域
社
会
を
築
き

ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

　
『
み
ん
な
で
育
む
健
康
こ
う
た
２１
計
画
』

の
推
進
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
設
置
な
ど
子
育
て
支
援
、
第
二
福
祉

授
産
所
建
設
、
介
護
予
防
と
生
活
支
援
事

業
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
築
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
促
進
な
ど

⑤
地
域
文
化
・
人
づ
く
り

　

ゆ
と
り
や
生
き
が
い
を
支
え
る
文
化
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
生
涯
学
習
と
し
て
取
り
組
む
機
会
を
充

実
し
ま
す
。
子
ど
も
の
希
望
や
思
い
や
り

の
心
を
大
切
に
育
て
る
学
校
教
育
、
家
庭

教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

▲道の駅（構想図）

新
総
合
計
画（
素
案
）の

あ
ら
ま
し

基
本
構
想（
構
想
期
間

、活力あるまち 

    組みがまとまりました 

平
成
１８
年
度
〜
２７
年
度
）
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【
主
な
事
業
】

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
幸
田
中
学
校

体
育
館
お
よ
び
中
央
公
民
館
の
改
築
、
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
、
郷
土
資
料
館
建
設
、

総
合
体
育
館
建
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

整
備
な
ど

⑥
健
全
な
行
財
政
に
よ
る
確
か
な
ま
ち
づ

　

く
り

　

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
や
情
報
の
公
開
、

町
民
の
参
加
や
参
画
の
機
会
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政
の
一
層
の
改
革

や
広
域
行
政
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
、
電
子
申

請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
事
務
事
業

評
価
の
推
進
、
民
間
委
託
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

の
検
討
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
、
財
政
情

報
の
公
開
な
ど

  

将
来
の
人
口
（
目
標
人
口
）

　

現
在
、
事
業
実
施
段
階
と
な
っ
て
い
ま

す
開
発
事
業
に
お
い
て
の
計
画
人
口
が
、

平
成
２７
年
ま
で
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
と
、
幸
田
町
の
人
口
は
概
ね

４
万
人
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
将
来
に
向
け
て
、
私
た
ち
の
ま

ち
が
、
周
辺
自
治
体
と
連
携
や
交
流
を
図

り
な
が
ら
、「
自
立
し
た
都
市
」
と
し
て

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
５
万

人
規
模
を
展
望
し
た
都
市
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

  
土
地
利
用
計
画

●
4
つ
の
都
市
核
（
3
駅
プ
ラ
ス
１
）

　

Ｊ
Ｒ
幸
田
駅
、
三
ケ
根
駅
、
新
設
を
予

定
し
て
い
る
（
仮
称
）
相
見
駅
周
辺
市
街

地
に
、
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
周
辺

の
地
域
交
流
拠
点
を
加
え
、
４
つ
の
都
市

核
と
し
て
位
置
付
け
、
ま
ち
全
体
と
し
て

コ
ン
パ
ク
ト
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
市
街
地

形
成
を
計
画
的
に
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

●
2
つ
の
交
通
軸
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

町
の
基
幹
的
な
交
通
を
担
う
広
域
幹
線

道
路
の
う
ち
、
国
道
２
４
８
号
を
南
北
基

幹
軸
、
国
道
２３
号
（
名
豊
道
路
）
を
東
西

基
幹
軸
と
位
置
付
け
、
こ
の
十
字
の
２
路

線
を
軸
に
、
広
域
圏
と
の
連
携
強
化
を
進

め
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
２
路
線
と
４

つ
の
都
市
核
な
ら
び
に
周
辺
市
街
地
、
集

落
地
、
工
業
地
な
ど
の
都
市
機
能
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
る
道
路
網
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

●
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生

　

ま
ち
の
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
を
展

開
し
て
い
く
た
め
、
生
態
系
再
生
の
軸
と

な
る
広
田
川
水
系
、
拾
石
川
水
系
、
須
美

川
水
系
の
３
つ
の
水
系
を
環
境
軸
と
し
て

位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
集
落
を
取
り
囲

む
農
地
や
そ
の
背
後
に
広
が
る
森
林
・
自

然
緑
地
を
環
境
域
と
し
て
防
災
に
配
慮
し

そ
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

  

推
進
体
制

　

ま
ち
全
体
の
発
展
の
た
め
に
は
、
基
本

構
想
に
お
い
て
示
す
地
域
づ
く
り
の
将
来

目
標
に
つ
い
て
行
政
と
町
民
が
認
識
を
共

に
し
、
目
標
に
向
け
て
相
互
の
役
割
を
尊

重
し
、
支
え
補
い
合
い
な
が
ら
協
働
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
各
地
域
の
発
展
を
図
る
上
で
は
、

身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
加
え
て
、

福
祉
や
文
化
、
環
境
や
防
災
な
ど
様
々
な

分
野
の
住
民
活
動
、
さ
ら
に
は
地
域
の
民

間
事
業
者
や
進
出
立
地
し
て
い
る
企
業
な

ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
自
治
活
動
を
活
性

化
し
て
い
く
取
り
組
み
を
行
政
と
し
て
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
情
報
課
企
画
係

　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

幸田町公式ホームページに『第5次総合計画（素案）』を掲載します。
掲載期間　4月30日まで
ホームページ　http://www.town.kota.aichi.jp
Ｅメール　kikakujoho@town.kota.lg.jp
ＦＡＸ   63－5139
宛先　持参の場合含め総務部企画情報課
＊お寄せいただいたご意見に対して、個別に回答はしませんが提出された意見に対する町
　の意見を整理し公表します。

▲整備が進む名豊道路

5万人規模を展望した都市づくり 

現在 
2005（H17） 

計画期間 
2015（H27） 

将来 

皆さんのご意見をお寄せください。

  

基
本
計
画（
１０
年
後
目
標
）

特 集 3 夢のある、心のかよう、
 

第5次幸田町総合計画（素案）の骨   
 

特集③　夢のある、心のかよう、活力あるまち　

『人と自然を大切にする緑住文化都市』をめざして！！


